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３ 審議事項 

（１）平成３１年度に向けた組織体制の整備等に伴う関係規程の整備について 

事務局から、平成３１年度に向けた組織体制の整備等に伴う関係規程の整備について説明があり、

原案のとおり承認された。 

 ＜主な意見等＞ 

・環境大学の認証評価はどこで受けられるのか。 

→ 前回は基準協会で受け、今回も基準協会を考えている。 

 

・学修評価の可視化と公開が認証評価の大きなポイントになる。 

 

・大学が本来持っている教育をないがしろにしてはならない。しかし、一方で実際に地域に活躍

する学生を育ててほしいとある。新しい組織で総合的に進めて行かなければならない。 

 

（２）平成３０年度中に調達する平成３１年度予算に係る主な契約案件及び平成３１年以降の予算に

係る主な複数年契約案件 

事務局から、平成３０年度中に調達する平成３１年度予算に係る主な契約案件及び平成３１年以

降の予算に係る主な複数年契約案件について説明があり、原案のとおり承認された。 

 

 

４ 報告事項 

（１）平成３３（２０２１）年度公立鳥取環境大学入学者選抜について（案） 

今井副学長から、平成３３（２０２１）年度公立鳥取環境大学入学者選抜についての案の報告が

あった。 

＜主な意見等＞ 

・一般選抜のＡ方式とＢ方式の違いは何か。 

→ 共通テストで課す科目の違いである。 

 

（２）平成３０年度公立大学法人公立鳥取環境大学監事監査計画 

北野監事から、平成３０年度公立大学法人公立鳥取環境大学監事監査計画について報告があった。 

＜主な意見等＞ 

・監査項目の教育・研究については、どのような監査になるか。 

→ 臨時何らかの問題が起こったときに、システムや問題そのものを監査することが想定さ

れる。あと、経営審議会の話を伺うところも監査の内容に含まれる。 

 

（３）近況報告 

   事務局から、入試、就職活動など大学の近況について報告があった。 

 

 

５ 閉 会 


